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ご連絡は議会事務局まで
（裏表紙参照）

「議会だより」へのご意見
や写真（表紙）を
お寄せください。募集中！

当号表紙撮影　下野  安彦 議員
 成人式、おめでとうございます。
タイトル【祝　成人式】
モデル：左から　篠﨑  星 さん
　　　　　　　　篠﨑  麗 さん
　　　　　　　　西岡  愛咲 さん
　　　　　　　　清水  菜央 さん

うちこ
議会だより



特集！あなたの　　質問に答えます！
【議会だより】のご意見番！モニターさんより頂いた、　　　　　　この 1 年半のご質問・ご意見にお答えします。

（
30
代
女
性　

平
成
30
年
８
月
号
）（
70
代
女
性　

平
成
30
年
11
月
号
）

（
40
代
女
性　

令
和
元
年
５
月
号
）

教
育

議

　
住
民
意
見
交
換
会
を
も
っ
と

頻
繁
に
、
い
ろ
い
ろ
な
グ
ル
ー

プ
の
人
た
ち
で
開
催
す
る
と
い

う
の
に
賛
成
で
す
。
後
援
会
や

支
持
者
の
方
以
外
で
は
、
な
か

な
か
議
員
個
人
に
意
見
を
伝
え

る
の
も
敷
居
が
高
い
か
と
思
い

ま
す
の
で
…

（
40
代
女
性　

平
成
31
年
4
月
号
）

現時点での設置施設は、からり・内子座・高橋邸・
上芳我邸・ビジターセンター・町並保存センター・
商いと暮らし博物館・旅里庵（JR内子駅）・凧博物館・
小田の郷せせらぎ・役場本庁・分庁・支所・各自治セ
ンター・立川自治会館です。〈総務課〉

今
ま
で
整
備
や
修
繕
に

　  
い
く
ら
使
っ
た
の
？

　

平
成
７
年
か
ら
の
開
設
整
備
及
び
施
設
整
備
総
額
は
21
億

円
で
す
。（
国
の
補
助
金
7
億
７
千
万
円
）〈
産
業
振
興
課
〉

産
業
政
策
は「
か
ら
り
」中
心
に
感
じ
る
。

学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
園
へ
の

　
　
　    

エ
ア
コ
ン
整
備
状
況
は
？

議会を身近に感じられない！
（70 代男性　令和元年 8 月号）

意
見
交
換
会
を

　   

も
っ
と
頻
繁
に
！

　現在、議会改革に取り組んでお
り、その中においても広報誌の充実
とさまざまな団体等との意見交換会
の実施には、特に力を入れるべきと
しています。
　今後、委員会ごとに PTA や地域団
体との意見交換会開催を予定してお
りますので、今後誌面等にて報告さ
せていただきます。

　

町
民
か
ら
の
強
い
要

請
も
あ
り
、
平
成
29
年

度
、
議
会
と
し
て
「
各

学
校
施
設
へ
の
早
急
な

エ
ア
コ
ン
設
置
」
を
町

長
に
要
望
し
ま
し
た
。

　

内
子
町
で
は
、
国
の

補
助
制
度
を
利
用
し
て

各
校
・
各
園
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
工
事
を
開
始

し
、
現
在
、
子
ど
も
た

ち
は
涼
し
い
環
境
で
勉

強
に
励
ん
で
い
ま
す
。

会

　
「
か
ら
り
」
は
内
子
町
産
業
振
興
政
策
の
柱
と
な
っ
て
い

ま
す
。
議
会
と
し
て
は
「
後
継
者
育
成
」「
移
住
促
進
」「
税
収

増
加
」
な
ど
に
効
果
的
な
施
策
と
な
る
よ
う
、「
費
用
対
効

果
」
を
含
め
て
、
チ
ェ
ッ
ク
・
提
言
し
て
い
き
ま
す
。

反省しつつ…

　
当
初
は
平
成
30
年
度
か
ら
平
成
33
年
度
の
4
年
間
で
設
置
す
る
計

画
で
し
た
が
、
想
定
外
の
近
年
の
酷
暑
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
影

響
を
考
慮
し
、
ま
た
国
の
補
助
制
度
の
創
設
等
も
あ
っ
た
た
め
、
平

成
30
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
の
2
年
間
で
、
す
べ
て
の
学
校（
小
学

校
：
7
校
、
中
学
校
：
4
校
）に
エ
ア
コ
ン

を
設
置
完
了
。
な
お
、
保
育
園
・
幼
稚
園
も

す
べ
て
設
置
済
み
で
す
。

　
　
　
　〈
学
校
教
育
課
・
保
健
福
祉
課
〉

情報通信
早くWi-Fi を設置してほしい！

（40 代女性　平成 30 年８月号）
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特集！あなたの　　質問に答えます！
【議会だより】のご意見番！モニターさんより頂いた、　　　　　　この 1 年半のご質問・ご意見にお答えします。

財政

自
治
会
制
度

　

平成 17 年の合併後、
内子町の財政はどのように変化した？

（70 代男性  令和元年５月号）

積極的な加入促進を！

（
70
代
男
性　

令
和
元
年
８
月
号
）

隣は何をする人ぞ？

　平成 17 年 1 月 1 日の合併から 15 年、2 万 814 人の人口は令和２年 1 月 1 日現在 1 万 6,349 人まで
減少（▲ 21.4％）。上図のとおり財政規模も縮小となっており、特筆すべきは民生費の増大。これは
高齢化による医療・介護費の増加が要因。また、町税収は５％ほど増加していますが地方交付税頼
りの体質は変わらず。起債残高（町の借金）は平成 17 年度約 161 億円から、30 年度約 123 億円に減
少、国の定める基準によると、内子町財政は「健全段階」とされています。

　

14
ペ
ー
ジ
か
ら
掲
載
の
行
政
視
察
研
修
報
告

に
も
あ
る
と
お
り
、〈
防
災
・
災
害
対
応
〉
の
面

で
も
自
治
会
活
動
は
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

自
治
・
学
習
課
で
は
「
加
入
促
進
チ
ラ
シ
」
を

用
意
し
て
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
も
う
少

し
工
夫
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

  

私
は
転
入
者
で
す
。
自
治
会
（
区
）
の
役
員
を

拝
命
し
た
際
、
未
加
入
者
は
回
覧
板
の
対
象
外

と
い
う
こ
と
か
ら
、
ゴ
ミ
の
分
別
や
地
区
の
催

事
等
で
協
力
要
請
し
た
い
時
で
も
周
知
徹
底
が

出
来
ず
、
苦
慮
し
ま
し
た
。

　
転
入
手
続
き
時
点
で
も
う
少
し
積
極
的
に
加

入
促
進
を
徹
底
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
。
近
い
将
来
、
都
会
並
み
の
「
隣
は
何
を

す
る
人
ぞ
」
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

〇地方交付税／国が地方へ交付するお金。普通交付
　税と特別交付税がある。
〇町債／建設事業や災害復旧事業などのための財源
　となる町の借入。いわゆる借金（ローン）のこと。
〇町税／町民のみなさんに納めていただく、町民税
　や固定資産税などの税収。
●公債費／町の借入金の返済費。
●民生費／高齢者・児童・障がい者といった福祉対
　策にかかる経費
●総務費／選挙・戸籍等の管理経費、職員給与等。
●教育費／幼稚園・小中学校、社会教育、保健体育
　といった教育全般にかかる経費。

用
語
の
説
明

歳
入

歳
出

平成 17 年度決算額　112 憶 7,560 万円

平成 17 年度決算額　108 憶 9,801 万円

平成 30 年度決算額　105 憶 2,356 万円

平成 30 年度決算額　99 憶 9,396 万円

地方交付税

地方交付税

町債

町債町税

町税 その他

国庫支出金
国庫支出金

県支出金

繰入金

地方贈与税県支出金

繰入金ほか

７億 5,204 万円
の減額

（▲６．６％）

公債費

公債費

民生費

民生費 教育費

教育費

その他

その他

総務費

総務費

農林水産費

農林水産費

土木費

土木費

衛生費

衛生費

９億 405 万円
の減額

（▲８．３％）

交付金ほか
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第
１
０
7
回
定
例
会
が
12
月
5
日
か
ら
13
日
ま
で
、

　
　
　
　
　

9
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会期・補正予算

   

特別会計 補正予算 可決！

   
【補正予算】

一般会計 補正予算 可決！
（予算額累計   103 億 1,988 万 5 千円）４，４７６万 1 千円 追加

年度初めの【当初予算】に対し、国の補助金等の変動や緊急の場合などに予算
の追加やその他の変更を行うもの。

五十崎こども園備品購入費 　　　１８６万４千円　認定こども園建築費より組替

東京 2020 聖火ﾘﾚｰ警備計画負担金            ５５万９千円　オリンピック聖火が内子を走ります！

農業施設災害復旧工事請負費          ９７０万９千円　令和元年台風 10 号被害支援

〇介護保険事業　４，７８３万９千円追加　（予算額累計　２６億５，６７８万５千円）

【特別会計】

〇水道事業　    資本的収入（工事負担金・固定資産売却代金）　1 億 1,714 万 4 千円（予算額累計 6 億 8,072 万 9 千円）

　　　　　　　資本的支出（建設改良費・投資有価証券購入）　1 億 515 万円（予算額累計 8 億 8,728 万 6 千円）

〇下水道事業　資本的収入（補助金・負担金）　256 万 3 千円（予算額累計 8,216 万 2 千円）

　　　　　　　　資本的支出（建設改良費）　217 万 3 千円（予算額累計 1 億 4,225 万 2 千円）　   　

国民健康保険や介護保険、学校宿舎など経理管理が独立した会計。

【公営企業会計】地方公共団体などが営む事業の独立した会計。（内子町では上・下水道事業のみ）

      
12
月
定
例
会

　
内
子
町
議
会

　
　
　
12
月
定
例
会

5
日

　
町
長
招
集
挨
拶
及
び
行
政
報
告

　
　
　
一
般
質
問（
3
議
員
）

　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

6
日

　
議
案
提
案

　
　
　
　
・
条
例
制
定
6
件

　
　
　
　
・
条
例
の
一
部
改
正
3
件

　
　
　
　
・
条
例
の
廃
止
1
件

　
　
　
　
・
計
画
の
策
定
1
件

　
　
　
　
・
補
正
予
算
4
件

　
　
　
　
・
人
事
4
件

9
日

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会

10
日

　
予
算
決
算
常
任
委
員
会

13
日

　
各
委
員
長
か
ら
審
査
報
告

　
　
　
議
決

　
　
　
　
　
　
　
　
※
傍
聴
者
は
13
名
で
し
た
。

　

公営企業（水道事業・下水道事業）会計 補正予算 可決！

普通交付税（国からの交付金）は 42 億 7,618 万 7 千円に確定。5 年前（平成 26 年度）は
49 億 6,543 万 9 千円。比較すると 6 億 8,925 万 2 千円が縮減された。
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議案・審議結果

◆全会一致で可決された議案
条例制定
　◎成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に
　　関する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について（総）・・・・・・・７ページ
　◎地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に
　　関する条例の制定について（総）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ページ
　◎内子町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について（総）・・・・・７ページ
　◎内子町附属機関設置条例の制定について
　◎内子町附属機関設置条例の制定に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
　◎内子町認定こども園条例の制定について（産）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ページ
条例の改正
　◎内子町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正
　　する条例について
　◎内子町下水道条例の一部を改正する条例について（産）
　◎内子町立幼稚園設置条例の一部を改正する条例について
条例の廃止
　◎内子町誌編纂委員会設置条例を廃止する条例について
計画の策定
　◎土地改良事業計画について（産）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ページ
補正予算
　◎平成 31 年度内子町一般会計補正予算（第 4 号）  について（予）・・・・・・・・・・・・・ ６ページ
　◎平成 31 年度内子町介護保険事業特別会計補正予算（第 3 号）について（予）
　◎平成 31 年度内子町水道事業会計補正予算（第 3 号）について（予）
　◎平成 31 年度内子町下水道事業会計補正予算（第 2 号）について（予）
人  事
　◎内子町固定資産評価審査委員会委員の選任について
　◎内子町教育委員会委員の任命について
　　※常任委員会で審査された主な内容は、次ページから掲載しています。

議案について各委員会で審査！
議会に上程された議案が、それぞれの委員会へ付託、
　審査の後「委員会採決」を経て、最終日に「議決」されました。

議   案 付託先委員会
（予）: 予算決算常任委員会  （総）: 総務文教常任委員会  （産）: 産業建設厚生常任委員会

◆賛否の分かれた議案

議 案 名

大
西　

啓
介

関
根　

律
之

向
井　

一
富

久
保　

美
博

森
永　

和
夫

菊
地　

幸
雄

泉　

浩

壽

大

木　

雄

山

本　

徹

才
野　

俊
夫

下
野　

安
彦

林
　

博

山
崎　

正
史

寺

岡　

保

中
田　

厚
寬

議

決

結

果

  新深山荘計画に対する決議について ○○×○○注○×○×○○×××× 可決

○：賛成　×：反対

※注　森永議長は本会議の採決には加わらないが、地方自治法第 116 条の規定に　　
　　　より、可否同数であったため議長の決するところによる。

（内容については９ページへ）

◆継続審査とされた議案
国民健康保険税（料）を協会けんぽ並みに引き下げる改善を求める請願書　
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【
総
務
費
】

問  

麓
団
地
が
売
却
さ
れ
た
と
あ

る
が
、
何
区
画
売
れ
た
の
か
。
家

を
建
て
る
際
の
補
助
制
度
は
。

総 

務 

課　

答  

売
却
は
１
区
画
。
補
助
制
度

に
つ
い
て
は
、
土
地
購
入
費
の

20
％
相
当
額
で
限
度
額
３
０
０
万

円
。
ま
た
、
住
宅
建
築
補
助
と

し
て
５
％
相
当
額
で
限
度
額

１
０
０
万
円
。
町
内
の
建
築
業
者

を
利
用
す
る
と
、
土
地
購
入
額
の

10
％
相
当
額
で
限
度
額
１
０
０
万

円
。
更
に
町
内
産
材
を
利
用
す
る

と
最
高
70
万
円
の
補
助
。

補正予算審査   

予
算
決
算
常
任
委
員
会
　

12
月
6
日
の
本
会
議
に
て
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
10
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
各
課
長
か
ら

予
算
の
根
拠
、
事
業
目
的
、
求
め
る
成
果
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

【
総
務
費
】

問  
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
よ
り
、
そ

の
場
で
写
真
も
撮
れ
て
申
請
が
簡
単
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
費
用

は
。
ま
た
、
申
請
か
ら
カ
ー
ド
を
受
け
取

る
ま
で
の
期
間
は
。

住 

民 

課

答  

申
請
は
無
料
。発
行
ま
で
3
週
間
か
ら

1
ヶ
月
程
度
か
か
る
。

問  

町
職
員
の

普
及
率
は
。

住 

民 

課

答 

8
割
以
上
が

取
得
済
み
と
思
わ

れ
る
。

【
林
業
施
設
費
】

問  

工
事
中
止
と
な
る
法
面
崩

壊
が
起
こ
っ
た
の
か
。

建
設
デ
ザ
イ
ン
課　

答  

昨
年
の
西
日
本
豪
雨
で
一

部
崩
壊
し
、
今
年
の
台
風
10
号

で
そ
の
横
が
崩
れ
た
。
県
が
調

査
し
治
山
工
事
を
行
い
、
そ
の

後
路
体
工
事
に
か
か
り
た
い
。

【
観
光
施
設
費
】

問  

現
在
、
実
際
に
使
わ
れ
て
い

る
の
は
何
軒
か
。

小
田
支
所

答  

入
居
者
が
３
戸
と
森
林
管
理

事
務
所
が
１
戸
の
計
4
戸
。
老
朽

化
が
進
み
使
用
さ
れ
て
い
な
い
建

物
は
、
森
林
管
理
署
の
方
で
順
次

解
体
撤
去
し
て
い
る
。

◎
平
成
31
年
度
内
子
町

　

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
4
号
）

放課後子ども教室

林道蔵ケ谷面谷線工事中止

マイナンバーカード申請が簡単に！

家を建てる際の補助金は？

小田深山ふれあいの郷

マイホームは町内産材、
町内業者で建てましょう！

【ふれあいの郷】の別荘

　昭和 62 年に、当時の松山営林署と小田
町及び小田町観光協会が、国有林の分収育
林などの森林づくりに参加し、「森林との
積極的なふれあい」を目的に、別荘地とし
て 16 区画を設定、募集を行ってきた。過
去、最大で 15 区画に入居があった。
　令和２年から管理事務等を内子町観光協
会から町に移管し、その管理はソルファオ
ダ株式会社に継続して委託する。

【
子
ど
も
放
課
後

　
　

週
末
活
動
費
】

問  

放
課
後
子
ど
も
教
室
に

つ
い
て
、
指
導
員
は
ど
う
い

う
指
導
を
し
て
い
る
の
か
。

保
護
者
の
負
担
、
指
導
員
の

賃
金
は
。

自
治
・
学
習 

課

答  

宿
題
や
本
を
読
む
指

導
、
外
で
遊
ぶ
時
の
見
守
り

な
ど
、
保
護
者
が
迎
え
に
来

ら
れ
る
ま
で
の
見
守
り
。保

護
者
の
負
担
は
、平
日
は
１
人

１
回
４
０
０
円
で
月
５
千
円
上

限
。指
導
員
の
賃
金
は
１
時
間

８
４
０
円
。

　

町
内
の
子
ど
も
の
数
は
減
っ

て
い
る
が
、子
ど
も
教
室
利
用

者
数
は
毎
年
増
加
し
て
い
る
。

分
析
を
し
、適
正
に
支
援
し
て

い
き
た
い
。

立川・大瀬・小田地区で実施しています。
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条例の制定・土地改良計画の策定

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会

　

内
子
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

問  

フ
ル
タ
イ
ム
の
会
計
年
度
任

用
職
員
は
、
ほ
ぼ
同
等
の
職
務
を

対
応
す
る
と
考
え
る
が
、
手
当
等

に
差
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。

総 

務 

課

答  

会
計
年
度
任
用
職
員
に
は
、

住
居
手
当
や
扶
養
手
当
等
規
定
さ

れ
て
い
な
い
が
、
一
般
職
員
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
、
こ
の
よ

う
な
改
正
と
な
っ
て
い
る
。

会計年度任用職員制度がスタート

認定こども園設置！

　

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問  

第
６
条　

内
子
町
職
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
の
趣
旨
は
、
会
計
年
度
任
用

職
員
は
該
当
し
な
い
と
い
う
意
味

で
よ
い
の
か
。

総 

務 

課

答  

会
計
年
度
任
用
職
員
が
育
児

休
業
し
て
い
る
場
合
は
、
期
末
手

当
を
支
給
し
な
い
と
い
う
内
容
で

あ
る
。

成年被後見人制度
　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
と
は

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
と
は

　

大
瀬
中
央
地
区（
中
野
）、
大
久
喜
地
区
で
農
業
用
水
の
揚
水
施

設
・
配
水
管
の
老
朽
化
に
伴
い
、
施
設
の
更
新
整
備
と
併
せ
て
施
設
管

理
の
省
力
化
・
効
率
化
を
図
る
土
地
改
良
計
画
に
つ
い
て
。
事
業
費

1
億
３
５
０
０
万
円
、
事
業
期
間
は
令
和
2
年
度
～
令
和
4
年
度

土地改良計画

問  

五
十
崎
こ
ど
も
園
が
幼
保

連
携
型
と
な
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

答  

保
護
者
の
就
労
形
態
に

よ
っ
て
転
園
す
る
必
要
も
な

く
、
幼
稚
園
の
教
育
水
準
を
導

入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
質
の
高

い
保
育
幼
児
教
育
が
実
現
で
き

る
。

　

ま
た
、
受
け
入
れ
人
数
に
つ

い
て
も
、
保
育
士
確
保
の
問
題

は
あ
る
が
、
最
大
19
人
の
受
入

児
童
増
員
が
可
能
と
な
る
。

　
「
五
十
崎
幼
稚
園
」
と「
こ
ば

と
保
育
園
」
を
統
合
し
、
内
子

町
立
認
定
こ
ど
も
園
を
設
置
す

る
た
め
の
条
例
制
定
に
つ
い
て

 

保
健
福
祉
課

　

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限

に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問  

内
子
町
印
鑑
登
録
証
明
事
務
条

例
の
一
部
改
正
に
お
け
る「
意
思
能

力
を
有
し
な
い
者
」の
見
極
め
は
。

総 

務 

課

答  

印
鑑
登
録
時
に
は
法
定
代
理
人

と
一
緒
に
行
う
こ
と
に
な
る
が
、
窓

口
で
聞
き
取
り
な
ど
を
し
な
が
ら
判

断
し
た
い
。

問  

該
当
地
域
に
農
業
後
継
者
は
何
名
い
る
の
か
。

建
設
デ
ザ
イ
ン 

課

答  

後
継
者
の
人
数
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
受
益
者
は
67
名
。

　

２
０
２
０
年
4
月
1
日
の
地
方

公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
体
法
の
改
正
に
よ
っ

て
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
施
行
さ
れ
、
役

場
の
非
正
規
職
員
（
非
常
勤
職
員
・
臨
時
職
員

な
ど
）
の
ほ
と
ん
ど
が
、
新
設
さ
れ
た
「
会
計

年
度
任
用
職
員
」
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
就
業
時
間
が
週
38

時
間
45
分
以
上
の
「
フ
ル
タ
イ
ム
」
職
員
と
週

38
時
間
45
分
未
満
の
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
」
職
員

に
区
分
さ
れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、

従
来
の
非
正
規
職
員
に
は
な
か
っ
た
期
末
手
当

の
支
給
や
人
事
評
価
の
導
入
、
再
任
用
の
際
の

報
酬
の
職
級
加
算
（
い
わ
ゆ
る
昇
給
）
な
ど
が

追
加
さ
れ
ま
す
。 
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地
方
自
治
法
第
1
９
９
条
及
び
内
子

町
監
査
基
準
に
基
づ
く
定
例
監
査
を
実

施
し
た
結
果
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計

及
び
公
営
企
業
会
計
の
各
種
事
業
は
、

上
半
期
に
お
い
て
特
に
大
き
な
問
題
も

な
く
進
捗
し
て
お
り
、
事
務
事
業
の
執

行
内
容
も
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と

認
め
た
。
主
な
意
見
は
、
次
の
と
お
り
。

　

一
点
目
、
随
意
契
約
は
、
法
的
根
拠

が
重
要
で
あ
り
、
殆
ど
の
部
署
で
適
正

に
処
理
さ
れ
て
い
た
が
、
更
な
る
徹
底

が
必
要
。
ま
た
、
三
者
見
積
も
り
に
よ

る
随
意
契
約
は
、
指
名
競
争
入
札
が
可

能
で
あ
り
、
最
良
の
方
法
で
の
契
約
を

検
討
さ
れ
た
い
。

　

二
点
目
、
電
算
・
シ
ス
テ
ム
関
連
の

委
託
費
用
は
、
同
一
シ
ス
テ
ム
を
運
用

し
て
い
る
他
の
自
治
体
と
の
広
域
化
の

検
討
や
情
報
交
換
を
行
い
検
証
し
て
い

る
が
、
引
き
続
き
、
必
要
性
と
妥
当
性

を
検
討
さ
れ
た
い
。

　

三
点
目
、
備
品
購
入
時
の
検
収
は
、

す
べ
て
の
部
署
で
担
当
者
と
別
の
上

司
等
が
行
い
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い

た
。

　

四
点
目
、
施
設
・
設
備
の
管
理
は
、

防
災
計
画
を
基
本
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
災
害
等
緊
急
時
に
的
確
に
対
応
で

き
る
体
制
と
な
っ
て
お
り
、
耐
震
化
・

補
強
改
修
工
事
も
順
次
施
行
さ
れ
て
い

る
が
、
昭
和
56
年
の
改
正
前
建
築
基
準

法
に
よ
る
施
設
等
に
つ
い
て
、
必
要
な

耐
震
診
断
や
措
置
を
検
討
さ
れ
た
い
。

引
き
続
き
、
身
体
障
が
い
者
・
高
齢
者
・

児
童
等
へ
の
配
慮
に
鋭
意
取
り
組
ま
れ

た
い
。

　

五
点
目
、
滞
納
は
、
納
税
に
対
す
る

啓
発
、
法
令
に
基
づ
く
厳
正
・
的
確
な

滞
納
整
理
、
高
額
・
悪
質
事
案
の
愛
媛

県
滞
納
整
理
機
構
へ
の
引
継
ぎ
、
振
替

納
税
の
利
用
勧
奨
等
の
結
果
、
全
体
的

に
は
減
少
傾
向
が
継
続
し
て
い
る
が
、

①
自
主
財
源
の
確
保
、
②
公
平
な
負

担
、
③
行
政
の
信
頼
に
つ
な
が
る
こ
と

を
念
頭
に
、
過
年
度
分
の
徴
収
率
が
低

い
町
営
住
宅
・
駐
車
場
使
用
料
、
住
宅

新
築
資
金
等
貸
付
金
を
含
め
て
、
一
層

厳
正
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

　

六
点
目
、
情
報
化
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は
、

情
報
管
理
の
徹
底
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

確
保
が
重
要
で
あ
り
、
特
定
個
人
情
報

の
管
理
に
係
る
自
主
監
査
・
自
己
点

検
が
形
骸
化
し
な
い
よ
う
、
研
修
も
含

め
て
厳
正
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。
加
え

て
、
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
や

番
号
記
載
の
文
書
を
厳
正
に
管
理
す

る
と
と
も
に
、
低
調
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
率
向
上
策
に
引
き
続
き
取

り
組
ま
れ
た
い
。

　

七
点
目
、
助
成
行
政
（
社
会
福
祉
、

保
健
、
産
業
振
興
、
教
育
充
実
等
の
住

民
に
対
す
る
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
行
政
）
は
、
条
例
、
要
綱
、
規
則
に
基

づ
き
、
公
正
円
滑
に
運
用
さ
れ
て
い
る

が
、
引
き
続
き
、
地
方
自
治
法
の
精
神

と
趣
旨
が
生
か
さ
れ
る
よ
う
、
取
り
組

定
例
監
査
の
様
子
（
10
月
23
日
〜
25
日
実
施
）

ま
れ
た
い
。

　

八
点
目
、
補
助
及
び
交
付
金
の
支
出

は
、
実
態
や
活
動
実
績
を
的
確
に
反
映

し
て
、
必
要
な
見
直
し
に
取
り
組
ん
で

お
り
評
価
で
き
る
が
、
補
助
金
の
交
付

時
期
を
含
め
て
、
申
請
手
続
き
の
指
導

に
一
層
努
め
ら
れ
た
い
。

　

九
点
目
、
基
金
は
、
法
令
・
条
例
に

基
づ
い
て
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る

が
、
引
き
続
き
、
基
金
設
定
の
目
的
に

則
し
て
適
正
な
管
理
・
運
用
に
努
め
ら

れ
た
い
。

代表監査委員
赤穗  英一

監査委員
山本　徹

定例監査報告
　

平
成
31
年
度（
上
半
期
）定
例
監
査
の
監
査
委
員
報
告

議会だより　うちこ（令和２年２月発行） 8



議員
発議

［新深山荘計画に対する決議］
　　　賛成 7：反対 7 の同数のため
　　　　　　　　　議長裁決において【可決】！

　

最
終
日
の
令
和
元
年
12
月
13
日
、「
新
深
山

荘
計
画
に
対
す
る
決
議
」
が
提
出
さ
れ
た
。

　　

提
出
者　

内
子
町
議
会
議
員　

大
木  

雄

　

賛
成
者　

内
子
町
議
会
議
員　

久
保  

美
博

　
　
　
　
　

内
子
町
議
会
議
員　

大
西  

啓
介

（
提
案
理
由
）

　

新
深
山
荘
計
画
に
つ
い
て
、
適
正
な
計
画
の

執
行
及
び
町
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め

決
議
を
提
出
す
る
も
の
。

　

当
議
案
に
対
し
て〈
質
疑
〉並
び
に〈
反
対
討

論
〉・〈
賛
成
討
論
〉
が
行
わ
れ
た
。

　

討
論
後
の
表
決
は
、
７
対
７
の
同
数
で
あ
っ

た
た
め
、
議
長
裁
決
に
よ
り
「
可
決
」
と
議
決

さ
れ
た
。

新深山荘の模型

新深山荘計画に対する決議

　新深山荘計画については、平成31年3月議会予算決算常任委員会において、
「町民の意見をもっと聞くべき」という委員からの質疑に対し「極力、早い段階
でなんらかの方法を取りたい」と答弁があったが、その対応が未だ十分に達成
されておらず、多くの町民から各議員に対し、当事業の内容、特に事業費の妥
当性について質問や否定的・批判的な意見が寄せられている。
　普通交付税の減少など、厳しい財政状況と人口減少が進む内子町にあって、
将来に負のレガシーを残さないよう、以下の事項を履行するよう強く求める。

１.�新深山荘整備事業の執行にあたり、基本計画等、町民及び議会に対して適
時情報を開示し広く意見を求め、その反映に努めること。

２．�マーケティング調査や集客プランの作成などを踏まえた事業計画を作成
し、当該事業が内子町全体にどのような波及効果を生むのか、町民及び議
会への説明責任を果たすこと。

３．�新深山荘の周辺環境や、現実的な収益計画に則った総事業費とすること。
可能な限り、建築費等整備費用の削減努力をすること。

４．�小田深山の自然環境に配慮し、町民や訪れる人々の憩いの場となるよう、
整備計画の見直しも含めて慎重に検討すること。

５．�町長等は、議会との信頼関係を重んじ、この決議を最大限尊重するととも
に、当決議に関する事後の状況、対応等を遅滞なく議会に報告すること。

　以上、決議する。

　令和元年12月13日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内子町議会

〈
反
対
討
論
〉

　　

近
く
行
政
か
ら
説
明
が
あ

る
と
聞
く
。
こ
の
決
議
を
今

の
時
点
で
出
す
の
は
時
期
尚

早
と
思
わ
れ
る
。

〈
賛
成
討
論
〉

　　

町
民
の
方
か
ら
批
判
的
な

声
を
多
く
聞
く
。
経
営
が
う

ま
く
い
っ
て
い
な
い
オ
ー
ベ

ル
ジ
ュ
内
子
や
近
隣
の
行
政

が
手
掛
け
た
ホ
テ
ル
の
よ
う

に
な
ら
な
い
た
め
に
、
し
っ

か
り
と
し
た
計
画
が
必
要
。

平成 31 年 3 月議会において設計費及び土地購入費が承認された。
その後令和元年７月の全員協議会で基本計画概要の説明、８月 29
日小田地区住民説明会（フォーラム）開催。
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＊
発
議
と
は

　

議
会
に
お
い
て
、
議
案
等
を
提
出
す

る
こ
と
を
い
う
。

内
子
町
議
会
会
議
規
則（
議
案
の
提
出
）

　

第
14
条　

法
第
１
１
２
条
（
議
員
の

議
案
提
出
権
）
の
規
定
に
よ
る
も
の
を

除
く
ほ
か
、
議
員
が
議
案
を
提
出
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
３
人
以
上
の
者
の
賛

成
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



 　　　

　　　

　　　　

　　　
　　

内子町ホームページ「議会事務局」　　　　Q R コード⇒
https://www.town.uchiko.ehime.jp/soshiki/16/

　当記事では「一般質問」の質疑内容について、誌面スペースの都合上一部抜粋と
なっています。各議員の質問項目については《質問通告書の内容》のとおりです。
議会での質問並びに答弁の全文を知りたい方は、下記内子町ホームページ「内子町議会」

〔会議録〕のページをご覧ください。
＊会議録のホームページ掲載は「議会だより」発行から約２ヶ月後となります。
　ご了承ください。

向井  一富　議員　・・・・・１１ページ

下野  安彦　議員　・・・・・１２ページ

関根  律之　議員　・・・・・１３ページ

　・低空飛行をする飛行機について
　・消防・水防倉庫の位置や機材管理について

　・内子町総合交流促進施設「オーベルジュ内子」について
　・会計年度任用職員の導入について
　

　・プレミアム付商品券の購入状況について
　・内子町のキャッシュレス化について
　・有毒外来生物等の内子町の対策について
　・内子町職員の狩猟免許取得について
　・国土強靭化地域計画について

町
政
を
問
う
！
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一般質問



の
手
続
き
を
確
認
し
、
迅
速
な
初
動

対
応
が
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い

る
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
お
い
て
、

個
体
を
発
見
し
た
場
合
は
、
役
場
環

境
政
策
室
ま
で
ご
連
絡
頂
く
よ
う
に

告
知
し
て
い
る
。

　

マ
ダ
ニ
の
人
的
被
害
は
、
町
に
お

い
て
把
握
し
て
な
い
。
医
療
機
関
に

よ
る
と
、
特
に
夏
場
に
お
い
て
、
ダ

ニ
に
咬
ま
れ
た
と
の
症
状
を
訴
え
る

患
者
が
増
え
る
と
の
こ
と
。

　

感
染
症
も
危
惧
さ
れ
る
の
で
今
後

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
た
町

民
へ
の
周
知
に
よ
り
、
被
害
防
止
に

努
め
て
い
く
。

有毒外来生物にご注意！

【
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
】

問 

内
子
町
に
お
け
る
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
の
購
入
状
況
と
未
購
入
者

へ
の
購
入
推
進
は
。

総
務
課
長

　

現
在
の
購
入
状
況
は
非
課
税
者
分

が
対
象
者
３
６
７
５
人
に
対
し
て
、

購
入
者
が
９
７
５
人
。
額
に
し
て
、

２
４
３
４
万
７
０
０
０
円
分
で
、
率

は
26
．
５
％
。
子
育
て
世
帯
分
が
、

対
象
者
３
２
９
人
に
対
し
て
購
入
者

が
１
２
０
人
。
額
に
し
て
３
０
０
万

円
分
で
率
は
36
．
５
％
。

　

未
購
入
の
方
々
の

今
後
の
購
入
促
進
に

つ
い
て
、
12
月
２
日

付
で
再
度
申
請
書
を

郵
送
し
、
購
入
に
つ

い
て
促
進
を
図
っ
て

い
る
。
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【
町
職
員
の
狩
猟
免
許
取
得
】

問 

町
職
員
の
狩
猟
免
許
取
得
状
況

と
、
町
職
員
へ
の
狩
猟
免
許
取
得
推

進
は
。

産
業
振
興
課
長

　

正
職
員
が
７
名
、
臨
時
職
員
が
１

名
、
合
計
８
名
。

　

鳥
獣
に
よ
る
被
害
防
止
に
は
地
域

で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
町
職
員

に
も
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

【
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
】

問  

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
内
子

町
で
の
取
り
組
み
は
。

総
務
課
長

　

国
土
強
靱
化
基
本
法
が
制
定
さ

れ
、
そ
の
基
本
理
念
に
お
き
、
国
土

強
靱
化
に
関
す
る
施
策
の
推
進
を
実

施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。

　

内
子
町
に
お
い
て
も
、
法
の
趣
旨

を
受
け
、
現
在
、
各
課
連
携
の
も
と

総
務
課
危
機
管
理
班
が
中
心
に
な
っ

て
計
画
策
定
に
向
け
た
事
務
処
理
に

着
手
し
て
い
る
。
令
和
２
年
度
中
に

は
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

【
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
】

問 

内
子
町
の
観
光
施
設
や
公
共
施

設
、
納
税
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

の
推
進
は
。

副 

町 

長

　

内
子
町
で
は
、
す
で
に
内
子
町
立

伝
統
文
化
施
設
に
お
い
て
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
し
て
い
る
。
公
共
施
設

及
び
納
税
や
水
道
料
金
等
の
徴
収
に

お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
に
よ

り
実
施
し
難
い
面
も
あ
る
。
導
入
に

は
費
用
対
効
果
も
含
め
、
多
面
的
な

検
討
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
今
後
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
等
も
参
考
に
し
な

が
ら
総
合
的
に
検
討
し
た
い
。

【
有
毒
外
来
生
物
等
の
対
策
】

問  

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
、
ヒ
ア
リ
、

マ
ダ
ニ
に
つ
い
て
の
発
生
状
況
と
、

被
害
防
止
対
策
は
。

環
境
政
策
室
長

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
、
ヒ
ア
リ
と
も

に
内
子
町
で
の
発
生
は
確
認
さ
れ
て

な
い
が
、
町
職
員
を
対
象
と
し
た
学

習
会
の
開
催
や
県
主
催
の
研
修
会
に

町
職
員
を
参
加
さ
せ
る
な
ど
、
個
体

を
発
見
し
た
場
合
に
、
関
係
機
関
と

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ

有
毒
外
来
生
物
を
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、

役
場
環
境
政
策
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

向井  一富  議員



【
低
空
飛
行
を
す
る

　
　
　

飛
行
機
に
つ
い
て
】

問  

大
瀬
の
小
田
川
沿
い
の
谷
間

を
、
墜
落
す
る
の
で
は
と
思
う
く
ら

い
低
空
飛
行
す
る
大
型
の
軍
用
機
の

よ
う
な
飛
行
機
を
目
撃
し
た
。
新
聞

に
、「
南
予
地
域
で
低
空
飛
行
す
る

米
軍
機
」
と
思
わ
れ
る
と
い
っ
た
記

事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
内
子
町
で

の
目
撃
情
報
や
そ
れ
に
対
す
る
国
・

県
へ
の
報
告
や
回
答
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

　
総
務
課
長

　

内
子
町
で
は
、
本
年
度
に
入
り
県

総
務
管
理
課
へ
３
件
の
報
告
を
行
っ

て
い
る
。
報
告
後
は
、
国
・
県
か
ら

の
何
の
連
絡
・
回
答
も
受
け
て
な
い
。

問  

日
米
安
保
条
約
と
い
う
の
は
、

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
相
互
協
力
で
成

り
立
っ
て
い
る
が
、
か
と
い
っ
て
自

由
に
日
本
の
上
空
を
好
き
に
飛
べ
る

と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。
最

低
必
要
な
高
度
は
１
５
０
ｍ
と
思
う

が
間
違
い
な
い
か
。

総
務
課
長

　

航
空
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
飛

行
高
度
に
つ
い
て
は
、
確
認
し
て
な

い
。

問  

異
常
事
態
時
の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
放

送
に
、
内
子
町
の
危
機
管
理
と
し
て

追
加
し
た
放
送
が
で
き
る
か
。

　
総
務
課
長

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
つ
い
て
は
国
か
ら

の
情
報
の
み
の
放
送
で
あ
る
。
追
加

し
て
知
ら
せ
る
手
段
と
し
て
は
、
町

の
防
災
無
線
に
な
る
。

　

問  

住
民
に
対
し
て
情
報
の
提
供
や

情
報
収
集
に
何
ら
か
の
方
法
を
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長

　

こ
れ
だ
け
目
撃
情
報
が
増
え
、
住

民
に
不
安
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
な

ら
、
情
報
の
伝
達
、
収
集
手
段
に
つ

い
て
は
、
早
急
に
検
討
し
た
い
。

問  

愛
媛
県
町
村
会
の
会
長
で
も
あ

る
町
長
は
、
他
の
自
治
体
と
の
情
報

交
換
は
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
低
空

飛
行
に
対
し
て
の
考
え
方
は
。

町   

長

　

町
村
会
と
し
て
外
務
省
と
防
衛
省

に
対
し
て
要
望
を
出
し
た
。
要
望
を

出
し
て
も
国
か
ら
の
回
答
が
無
い
。

回
答
に
つ
い
て
も
強
く
求
め
て
い
き

た
い
。

 【 

消
防
・
水
防
倉
庫
の
位
置

　
　

や
機
材
管
理
に
つ
い
て
】

問  
地
球
温
暖
化
や
異
常
気
象
に
よ

る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
毎
年
当
た
り
前
の

気
象
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
消

防
や
水
防
に
備
え
て
の
土
砂
、
機
材

の
分
散
化
や
管
理
は
ど
の
よ
う
に
進

ん
だ
か
。

総
務
課
長

　

現
在
、
土
の
う
用
の
土
置
き
場

は
、
14
箇
所
に
そ
れ
ぞ
れ
３
㎥
前
後

を
配
備
。
水
防
倉
庫
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
度
に
お
い
て
、
内
子
福
祉

館
横
に
城
廻
防
災
倉
庫
を
新
た
に
設

置
し
、
知
清
の
内
子
水
防
倉
庫
の
資

機
材
の
分
散
化
を
図
っ
て
い
る
。
今

後
、
五
十
崎
地
区
の
水
防
倉
庫
の
機

材
の
分
散
化
に
つ
い
て
も
、
消
防
団

と
協
議
を
し
な
が
ら
、
適
正
配
置
に

努
め
た
い
。

小
田
川
堤
防
が
越
流
し
た
場
合
、
天
神
地
区

で
最
初
に
浸
か
っ
て
し
ま
う
低
い
場
所
に
建

て
ら
れ
て
い
る
「
水
防
倉
庫
」
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米軍機？なぜ低空飛行？

下野  安彦   議員

大瀬小田川沿いに低空飛行する飛行機
　　　（下野議員の目撃情報による CG）



会計年度任用職員制度で処遇改善？ 
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踏
ま
え
最
大
３
年
ま
で
継
続
し
た
任

用
を
可
能
と
す
る
よ
う
調
整
を
進
め

て
い
る
。

　

退
職
手
当
は
、
任
用
が
終
了
し
た

と
き
に
、
働
い
た
期
間
を
通
算
し
て

支
払
わ
れ
る
。
会
計
年
度
ご
と
の
支

払
い
で
は
な
い
。

問  

来
年
度
以
降
、
人
件
費
全
体
の

増
額
の
試
算
は
。
ま
た
、
町
民
福
祉

へ
の
影
響
と
展
望
は
。

総
務
課
長

　

現
在
の
非
常
勤
職
員
を
全
員
会
計

年
度
任
用
職
員
と
し
て
雇
用
し
た
場

合
、
給
与
と
社
会
保
険
料
等
を
積
算

し
て
お
お
よ
そ
５
５
０
０
万
円
程
度

の
増
額
と
な
る
。

　

こ
の
こ
と
は
働
き
や
す
い
環
境
の

確
保
に
つ
な
が
り
、
町
民
福
祉
も
大

き
く
向
上
す
る
と
考
え
る
。

　

一
方
で
、
働
き
方
改
革
に
着
手

し
、
正
規
職
員
の
時
間
外
勤
務
の
あ

り
方
等
の
改
善
を
行
い
、
人
件
費
の

抑
制
に
努
め
て
い
き
た
い
。

 【
町
総
合
交
流
促
進
施
設

　
　

オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
内
子
は
】

問  

３
月
で
指
定
管
理
期
間
終
了
と

な
る
本
施
設
の
評
価
は
。

副  

町  

長

　

昨
年
度
の
温
泉
利
用
者
は

２
万
４
５
０
０
人
（
う
ち
、
町
民
は

２
万
２
０
０
０
人
）、
宿
泊
者
数
は

１
５
２
６
人
。
施
設
と
し
て
、
10
名

の
雇
用
と
年
間
３
４
０
万
円
の
町
内

産
品
の
仕
入
れ
、
約
７
２
０
万
円
の

町
産
ペ
レ
ッ
ト
木
材
等
の
利
用
と
し

て
町
に
寄
与
し
て
い
る
。

問  

今
年
度
ま
で
の
指
定
管
理
期
間

で
、
町
が
支
出
し
た
大
規
模
改
修
等

は
あ
っ
た
か
。
ま
た
、
今
後
５
年
間

の
大
規
模
改
修
予
定
は
。

建
設
デ
ザ
イ
ン
課
長

　

２
０
１
５
年
４
月
以
降
、
大
規
模

改
修
は
実
施
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

今
後
５
年
以
内
に
も
予
想
し
て
い
な

い
。

問  

温
泉
施
設
の
利
用
促
進
の
た
め

に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
は
。
ま
た
、

宿
泊
業
と
温
泉
施
設
経
営
を
分
け
る

考
え
は
。

建
設
デ
ザ
イ
ン
課
長

　

現
在
の
温
泉
施
設
の
規
模
を
考
え

る
と
、
利
用
者
数
は
妥
当
な
数
字
。

多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
そ
こ
そ
こ
の
評
価
は
得
て
い

る
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
は
考
え

て
い
な
い
。
ま
た
、
経
営
を
分
け
る

こ
と
も
考
え
て
い
な
い
。

【
非
正
規
公
務
員
の

　
　
　
　
　
　

処
遇
改
善
は
】

問  

内
子
町
で
臨
時
・
非
常
勤
と
し

て
働
く
職
員
の
多
く
は
、
来
年
度
か

ら
新
し
い
制
度
の
会
計
年
度
任
用
職

員
と
な
る
が
、
給
与
や
手
当
、
有
休

休
暇
等
の
付
与
は
ど
う
な
る
の
か
。

総
務
課
長

　

来
年
度
継
続
し
て
任
用
さ
れ
た
場

合
で
も
、
現
在
よ
り
基
本
給
を
下
げ

る
こ
と
は
し
な
い
。
期
末
手
当
は
現

在
の
２
．
０
月
分
か
ら
支
給
率
を
上

げ
、
正
規
職
員
と
同
水
準
の
２
．
６

月
分
を
支
給
予
定
。（
パ
ー
ト
は
週

20
時
間
以
上
勤
務
な
ど
の
条
件
あ

り
。）
＊
7
ペ
ー
ジ
に
記
載
。

　

有
休
休
暇
等
の
福
利
厚
生
面
は
正

規
職
員
と
同
一
に
は
な
ら
な
い
が
、

で
き
る
限
り
正
規
職
員
の
水
準
に
沿

う
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

問  
継
続
し
て
複
数
年
働
い
た
場

合
、
退
職
手
当
の
支
給
は
。

総
務
課
長

　

原
則
１
会
計
年
度
ご
と
の
任
用
だ

が
、
翌
会
計
年
度
に
も
同
様
の
職
が

必
要
な
場
合
に
は
、
勤
務
評
価
等
を

龍王公園内にあるオーベルジュ内子

関根  律之   議員



行政視察
報
告

　内子町議会では、まちづくり施策の情報収集や議員のスキ
ルアップのため、毎年行政視察として各委員会で他市町村を
訪問し、先進事例や独自の施策などを研修しています。
　各委員会から視察の様子をお伝えします。

議会だより　うちこ（令和２年２月発行） 14

◇ 

議
会
広
報
常
任
委
員
会
・
・
・
15
ペ
ー
ジ

　
　
　

場　

所
：
埼
玉
県
毛も

呂ろ

山や
ま

町ち
ょ
う・

東
京
都
千
代
田
区

　
　
　

日　

時
：
令
和
元
年
９
月
24
日
～
25
日

　
　
　

テ
ー
マ
：
よ
り
親
し
み
を
持
て
る
広
報
誌
を
目
指
し
て

◇ 

議
会
運
営
委
員
会
・
・
・
16
ペ
ー
ジ

　
　
　

場　

所
：
兵
庫
県
佐
用
町
・
京
都
府
与
謝
野
町

　
　
　

日　

時
：
令
和
元
年
10
月
29
日
～
30
日

　
　
　

テ
ー
マ
：
防
災
・
議
会
改
革
に
つ
い
て

◇ 

総
務
文
教
常
任
委
員
会
・
・
・
17
ペ
ー
ジ

　
　
　

場　

所
：
群
馬
県
千
代
田
町
・
参
議
院
議
員
会
館

　
　
　

日　

時
：
令
和
元
年
11
月
７
日
～
８
日

　
　
　

テ
ー
マ
：
議
会
改
革
・
防
災
と
国
土
強
靭
化
に
つ
い
て

◇ 

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会
・
・
・
18
ペ
ー
ジ

　
　
　

場　

所
：
島
根
県
江ご

う

津つ

市し　

温
泉
リ
ゾ
ー
ト「
風
の
国
」

　
　
　
　
　
　

：
広
島
県
廿
日
市
市　
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
広
島　
　

　
　
　

日　

時
：
令
和
元
年
11
月
12
日
～
13
日　

　
　
　

テ
ー
マ
：
公
設
民
営
宿
泊
施
設
の
運
営
に
つ
い
て



議会広報
常任委員会

行政視察メンバー
委員長／大西  啓介　副委員長／関根  律之
委   員／菊地  幸雄・下野  安彦・向井  一富

事務局／和氣  啓介
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よ
り
親
し
み
の
持
て
る
「
議
会
だ
よ

り
」
を
目
指
し
て
、
東
京
池
袋
か
ら
電

車
で
1
時
間
、
埼
玉
県
毛も

呂ろ

山や
ま

町
議
会

の
広
報
編
集
委
員
会
を
視
察
研
修
。

　

編
集
委
員
会
は
６
名
の
委
員
に
よ
り

構
成
さ
れ
、
議
長
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
参
加
。
印
刷
会
社
と
の
調
整
に
は

議
会
事
務
局
職
員
も
関
わ
っ
て
い
た
。

　

議
会
の
活
動
を
広
く
住
民
に
周
知

し
、
議
会
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
得

る
た
め
、
し
っ
か
り
と
し
た
活
動
を
さ

れ
て
い
た
。

　

必
要
に
応
じ
て
議
案
の
要
旨
を
掲

載
。
担
当
ペ
ー
ジ
の
編
集
者
（
委
員
）

が
事
務
局
と
も
相
談
し
な
が
ら
原
稿
を

作
成
。
誌
面
の
構
成
は
委
員
長
が
担
当

す
る
。

　

表
紙
の
写
真
等
は
、
町
が
主
催
す
る

フ
ォ
ト
グ
ラ
ン
プ
リ
の
作
品
を
引
用
。

子
ど
も
や
町
民
の
方
々
の
顔
写
真
が
多

く
使
わ
れ
て
い
た
。

　

２
日
目
は
東
京
シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
サ

ボ
ー
（
砂
防
会
館
）
に
て
町
村
議
会
広

報
づ
く
り
研
修
会
。
誌
面
作
り
に
関
す

る
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
コ
ツ
を
学
ん
だ
。

　
「
読
ま
れ
な
い
議
会
だ
よ
り
に
出
す

意
味
な
し
！
」と
は
埼
玉
県
寄
居
町（
議

会
広
報
グ
ラ
ン
プ
リ
）
の
編
集
委
員
会

の
方
針
。「
議
員
が
動
か
ね
ば
、
良
い
誌

面
は
で
き
な
い
」
と
、
耳
の
痛
い
話
で

あ
っ
た
。

　

各
委
員
よ
り（
気
に
な
っ
た
点
）

◆
町
民
目
線
に
立
っ
た
編
集
が
大
切
。

◆�「
お
っ
！
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
誌

面
作
り
。

◆
盛
り
込
む
情
報
と
捨
て
る
情
報
。

◆�

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
効
果
的
に
使

用
。

◆
専
門
用
語
等
の
解
説
。

◆�
５
W
１
H　

特
に
、
W
Ｈ
Ｙ
（
な

ぜ
？
）
を
意
識
し
て
書
く
。

　

親
し
み
や
す
い
誌
面
に
す
る
に
は
編

集
委
員
の
考
え
方
し
だ
い
。

　

今
回
の
研
修
を
活
か
し
て
、
内
子
町

の
住
民
に
と
っ
て
も
っ
と
見
や
す
く
、

理
解
し
や
す
い
誌
面
作
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

議会広報誌【全国グランプリ】埼玉県寄居町の記事

シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
サ
ボ
ー
（
砂
防
会
館
）

全
国
か
ら
広
報
委
員
や
事
務
局
が
研
修
に
参
加

毛
呂
山
町
役
場
に
て

企画も取材量もすごい！ 全国表彰上位の広報誌
表紙は住民！

「広報うちこ」に続け！



　

議会運営
委員会

行政視察メンバー
委員長／才野  俊夫　副委員長／久保  美博

委   員／中田  厚寛・大木  雄
菊地  幸雄・大西  啓介

議   長／森永  和夫　事務局長／林  純司  

2009 年 8 月 9 日、佐用町は 24 時間雨量 326.5 ミ
リの観測史上最大の雨量を記録。佐用川の水位
は 8.40 ｍに上昇、勢いを増した濁流が護岸内側
をえぐり、平成 16 年に損壊した同じ箇所が損壊
した。この集中豪雨で佐用町だけで死者行方不
明 20 名、全半壊８棟、床上浸水 774 棟、床下浸
水 579 棟、落橋 14 箇所など大惨事となった。

　

1
日
目
、
兵
庫
県
佐
用
町
役
場
内

の
防
災
セ
ン
タ
ー
に
て《
防
災
行
政
》

に
関
す
る
研
修
。

　

平
成
21
年
8
月
豪
雨
被
害
の
教
訓

を
基
に
、
災
害
対
策
の
充
実
・
強
化

を
図
り
、〝
二
度
と
同
じ
よ
う
な
被

害
を
出
さ
な
い
〟
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
、
役
場
内
の
「
防
災

セ
ン
タ
ー
」
で
研
修
を
し
た
。

　
各
委
員
の
感
想

◆�

小
学
校
区
単
位
の
地
域
づ
く
り
協

議
会
で
防
災
マ
ッ
プ
作
成
、
地
域

住
民
で
共
有
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
た
。

◆�

内
子
町
で
も
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
で

取
り
組
む
防
災
へ
の
意
識
向
上
と

対
策
が
急
務
と
感
じ
た
。

◆�

災
害
時
の
議
員
の
行
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
必
要
で
は
な
い
か
。

◆�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
社
協
と
の
連
携

に
よ
る
迅
速
な
初
動
対
応
に
、
防

災
意
識
の
高
さ
を
感
じ
た
。

◆
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
研
修
会
実
施
。

◆
ド
ロ
ー
ン
の
防
災
活
用
。

　

2
日
目
は
京
都
府
与
謝
野
町
に
て

《
議
会
改
革
》
の
取
り
組
み
を
研
修
。

「
住
民
と
の
対
話
が
織
り
な
す
議
会

活
性
化
」
等
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、

平
成
31
年
2
月
に
全
国
町
村
議
会
表

彰
（
特
別
表
彰
）
を
受
賞
。「
議
員
間

討
議
」や「
議
員
懇
談
会
」の
積
極
的

な
実
施
状
況
、
議
会
に
関
す
る
「
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
内
容
な
ど
を
学

ん
だ
。

　
各
委
員
の
感
想

◆�「
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
実
施
の
必

要
性
を
感
じ
た
。

◆�

予
算
審
議
に
お
い
て「
付
帯
決
議
」

が
な
さ
れ
て
い
る
。
議
会
の
役
割

と
し
て
内
子
町
議
会
で
も
積
極
的

に
検
討
す
べ
き
。

◆�
ほ
ぼ
全
議
員
が
毎
議
会
、
一
般
質

問
を
し
て
い
る
。

◆�

各
種
団
体
と
の
議
員
懇
談
会
に
つ

い
て
、
内
子
町
議
会
も
積
極
的
に

取
り
組
み
た
い
。

◆�

懇
談
会
で
出
た
意
見
の
中
で
有
意

義
な
も
の
を
、「
町
民
か
ら
の
政

策
提
言
」
と
し
て
行
政
に
提
案
し

て
い
る
。

◆�

町
民
の
、
議
会
や
町
政
に
対
す
る

関
心
の
高
さ
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

作用町役場内
【防災会議室】にて

与謝野町役場
加悦庁舎にて

災害に強いまちづくりを！
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総
務
文
教

常
任
委
員
会

行政視察メンバー
委員長／久保  美博　
副委員長／向井  一富
委　員／山崎  正史・林  博・山本  徹・泉  浩壽・森永  和夫
事務局長／林  純司

　

１
日
目
の
研
修
地
は
群
馬
県
千
代

田
町
。
人
口
約
1
万
1
３
０
０
人
。

米
麦
作
を
中
心
と
し
た
農
業
と
2
つ

の
工
業
団
地
を
有
す
る
農
・
工
業
の

町
。《
災
害
対
策
（
災
害
発
生
時
の
議

会
の
か
か
わ
り
方
）》
並
び
に
《
議
会

改
革
》
に
つ
い
て
学
ぶ
。

《
災
害
対
策
に
つ
い
て
》

「
議
会
災
害
対
応
要
綱
」
の
策
定

　

町
内
で
起
き
て
い
る
災
害
に
つ
い

て
把
握
す
る
こ
と
や
、
行
政
の
災
害

対
応
に
議
会
と
し
て
も
参
加
す
る
た

め
に
策
定
し
た
。

　

町
側
で
「
対
策
本
部
」
が
設
置
さ

れ
る
と
同
時
に
議
会
は「
対
策
会
議
」

を
設
置
す
る
。
構
成
メ
ン
バ
ー
は
議

員
全
員
。
町
と
議
会
が
連
携
し
て
情

報
を
共
有
す
る
。
各
議
員
が
役
場
に

連
絡
す
る
の
で
は
な
く
、
議
長
が
役

場
に
詰
め
て
、
各
議
員
と
メ
ー
ル
で

被
害
状
況
や
安
否
確
認
な
ど
情
報
収

集
に
努
め
る
。

　

各
委
員
の
感
想

◆�

最
悪
の
状
況
で
の
対
応
計
画
の
必

要
性
を
感
じ
た
。

◆�

町
民
の
安
全
確
保
及
び
早
期
復
旧

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
災

害
対
応
要
綱
」
の
作
成
が
必
要
。

◆�

自
助
・
共
助
の
「
防
災
教
育
」
が

重
要
と
感
じ
た
。

《
議
会
改
革
に
つ
い
て
》

「
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
」
の

設
置
（
議
長
を
除
く
11
名
が
メ
ン

バ
ー
）

定
数
削
減
・
議
員
報
酬
の
検
討

　

平
成
11
年
議
員
定
数
を
18
名
か

ら
16
名
に
。
平
成
17
年
16
名
を
14
名

に
、
19
年
に
は
14
名
を
12
名
に
変

更
。
平
成
24
年
の
区
長
会
か
ら
の
要

望
に
よ
り
、
目
標
定
数
は
8
名
と

な
っ
て
い
る
。（「
千
代
田
町
財
政
危

機
突
破
計
画
」
に
は
、
議
員
並
び
に

職
員
の
人
員
削
減
に
よ
る
経
費
削
減

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。）

　

平
成
30
年
度
は
7
回
の
委
員
会
を

開
催
す
る
が
、「
な
り
手
不
足
の
問

題
」
等
に
よ
り
、
定
数
・
報
酬
と
も

現
状
維
持
と
決
定
し
た
。

　

各
委
員
の
感
想

◆�

活
動
は
本
会
議
だ
け
で
な
く
、
町

民
の
代
表
と
し
て
意
見
を
反
映
さ

せ
た
り
、
政
策
立
案
や
行
政
の
監

視
機
能
等
の
実
務
が
多
く
あ
り
、

定
数
削
減
は
難
し
い
と
思
う
。

◆�

町
民
の
声
を
聴
く
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
す
る
こ
と
も
必
要
で

は
。

◆�

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
を
立

ち
上
げ
議
論
す
べ
き
。

◆�

内
子
町
に
お
い
て
も
、
定
数
を
減

ら
し
報
酬
を
見
直
す
べ
き
。

　

2
日
目
は
参
議
院
会
館
に
て
、《
国

土
強
靭
化
基
本
計
画
》
に
つ
い
て
内
閣

官
房
国
土
強
靭
化
推
進
室
の
松
浦
企
画

官
よ
り
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
。

　

各
委
員
の
感
想

◆�

内
子
町
に
お
い
て
も
国
土
強
靭
化
地

域
計
画
書
の
早
急
な
策
定
を
！

千代田町役場にて

更なる議会改革にむけて！

議会だより　うちこ（令和２年２月発行）17
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産業建設厚生
常任委員会

行政視察メンバー
委員長／大木  雄　　
副委員長／下野  安彦
委　員／中田  厚寛・寺岡  保・才野  俊夫　
　　　　菊地  幸雄・大西  啓介　　
事務局／和氣  啓介

　
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
「
風
の
国
」

  

概
　
要

　

昭
和
63
年
島
根
県
桜
江
町
（
現
江

津
市
）の
総
合
振
興
計
画
書
に
策
定
。

地
域
振
興
を
目
的
と
し
て
32
億
円
を

投
資
し
平
成
7
年
に
宿
泊
施
設
、
コ

テ
ー
ジ
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
併
設
し

た
大
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設
と
し
て
開

業
。
同
時
に
三
セ
ク
（
＊
）
の
運
営

会
社
を
設
立
し
、
指
定
管
理
者
契
約

を
結
ぶ
。（
出
資
金
：
町
7
千
万
円
、

民
間
3
千
万
円
、
30
人
雇
用
）

��

協
定
内
容
（
市
の
負
担
）

　

指
定
管
理
料
（
市
が
運
営
会
社
に

支
払
う
額
）
は
年
２
３
０
０
万
円
。

10
万
円
以
上
の
設
備
修
繕
費
等
の
経

費
は
市
が
負
担
す
る
。
近
年
は
老
朽

化
が
進
み
、
修
繕
費
と
し
て
年
３
千

～
４
千
万
円
の
支
出
が
続
く
。
平
成

16
年
の
町
村
合
併
以
来
、
支
出
合
計

額
は
５
億
円
に
上
る
。

島根県江津市
温泉リゾート「風の国」

��

運　

営

　

オ
ー
プ
ン
翌
年
の
平
成
9
年

に
は
19
万
4
千
人
の
利
用
者
数
、

３
億
2
千
万
円
を
売
り
上
げ
平
成
13

年
か
ら
3
期
連
続
、
合
計
4
期
の
黒

字
経
営
と
し
た
。

　

し
か
し
、ス
キ
ー
客
の
減
少
や
市
街

地
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
不
便
さ
、
客

室
数
が
少
な
く
閑
散
期
の
穴
埋
め
が

出
来
な
い
等
が
原
因
で
赤
字
経
営
が

続
き
、
平
成
31
年
３
月
に
株
式
会
社

風
の
国
は
解
散
。
4
月
に
広
島
の
民

間
企
業
に
４
８
０
０
万
円
で
売
却
譲

渡
さ
れ
た
。

　

＊「
三
セ
ク
」
と
は

　

第
三
セ
ク
タ
ー
の
略
。国
ま
た
は
地
方
公
共
団

体（
第
一
セ
ク
タ
ー
）が
民
間
企
業（
第
二
セ
ク

タ
ー
）
と
共
同
出
資
に
よ
り
設
立
し
た
法
人
。

内
子
町
で
は「
株
式
会
社
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク

か
ら
り
」
等
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

　　

各
委
員
の
感
想

◆�

事
業
計
画
を
立
て
た
の
が
バ
ブ
ル

期
で
、整
備
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
。見
直

既存の公設民営宿泊施設の運営状況等を学ぶため、島根県江津市を訪問、「風の国」に宿泊。

事業売却後の民間企業が設置した
　グランピング施設（球体テント）

江津市役所にて

フォレストアドベンチャー

し
論
は
出
な
か
っ
た
の
か
。

◆
経
営
戦
略
に
乏
し
か
っ
た
。

◆�「
も
っ
と
設
備
投
資
で
き
て
い
れ
ば
成

功
し
て
い
た
」
と
い
う
職
員
の
言

葉
に
ゾ
ッ
と
し
た
。

◆�

質
が
良
い
悪
い
、
部
屋
が
多
い
少

な
い
と
い
う
問
題
だ
け
で
な
く
、

周
辺
整
備
や
地
理
的
問
題
、
冬
季

の
交
通
手
段
な
ど
も
考
慮
し
て
、

慎
重
に
判
断
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

◆�

計
画
づ
く
り
か
ら
民
間
業
者
と
一

緒
に
進
め
る
べ
き
。

◆�

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
方
式
も
一
つ
の

手
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

◆�「
新
深
山
荘
」と
は
規
模
も
環
境
も

異
な
る
が
、
行
政
が
そ
の
独
特
の

感
覚
で
進
め
る
設
備
投
資
の
心
配

は
共
通
し
て
い
る
。

　　

2
日
目
は
広
島
の
「
フ
ォ
レ
ス
ト

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」を
研
修
。山
間
地
域

で
の
集
客
誘
客
に
つ
な
が
る
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
と
し
て
可
能
性
を
感
じ
た
。

ご う つ し

公設民営宿泊施設の難しさ !?
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　12月定例議会を５日と６日
それぞれ午前中に傍聴させてい
ただきました。きっかけは、議
会の進行要領が自治会の会議の
進行に役立つのではないかと考
えたこと。もう一つは、地元の
代表である議員さんの応援に繋
がるのではないかと考えたこと
でした。
　会議は適度な緊張感の中、議
長さんの的確な進行により発

表、質疑、応答と円滑に経過し
て、流

さ す が

石議会と感心しました。
地元出身の議員さんも熱心に発
言されており、町政に対する熱
意が十分にうかがえました。
　私の所期の目的は達成するこ
とが出来ましたが、議員の皆様
方には、内子町の発展のために
引き続きご尽力を賜りますよう
お願い申し上げます。　内子町本川　

　　　宮内　和人 さん

　
新
有
権
者
と
し
て

小
田
高
校
三
年
女
子

　　

私
は
昨
年
で
18
歳
、
新
有
権
者
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
、
政
治
に
対
し
て
あ
ま
り
関
心
を
持
っ

て
お
ら
ず
、
知
識
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

有
権
者
と
な
っ
て
か
ら
は
、
政
治
を
強
く
意
識
す
る

よ
う
に
な
り
、
学
校
で
の
授
業
や
講
話
を
真
剣
に
聞

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
学
習
す
る
う
ち
に
、
ま
だ

高
校
生
だ
か
ら
と
い
っ
て
選
挙
に
参
加
し
な
か
っ

た
り
、
よ
く
考
え
ず
情
報
も
な
い
ま
ま
投
票
し
た
り

し
て
は
い
け
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今

の
時
代
は
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で
情
報
収
集
が
で
き
る
の
で
、
私
も
選
挙
に
行
く
際

は
、
事
前
に
情
報
を
集
め
、
立
候
補
者
の
主
張
や
公

約
を
知
っ
た
上
で
投
票
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

近
年
、
政
治
に
つ
い
て
無
関
心
で
投
票
に
行
か
な

い
若
者
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
よ
う
な

高
校
生
や
若
い
人
た
ち
が
選
挙
に
行
か
な
け
れ
ば
、

若
者
の
意
見
は
政
治
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
全
て
の

国
民
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
創
る
た
め
に
は
、
若

い
人
た
ち
の
投
票
は
不
可
欠
で
す
。

　

私
自
身
、
政
治
に
積
極
的
に
参
加
す
る
た
め
に
、

様
々
な
知
識
を
蓄
え
た
上
で
、
自
分
の
意
見
を
持
ち

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
権
利

を
無
駄
に
せ
ず
、
投
票
に
は
、
必
ず
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

傍聴席から

　

有
権
者
の
声 

みなさまのこえ

新新

速報！　1 月 17 日【全員協議会】において、
　　「新深山荘」建設計画について現況説明がありました。（概要報告）

１．住民等への説明について

　・実施設計がまとまり次第、住民説明会を開催する。
　・町ホームページへ進捗状況等を随時掲載していく。

２．マーケティング・集客プラン・波及効果
　・四国カルスト関係町との「連携協定」
　・県内企業・団体等 50 社以上を訪問
　・アウトドアショップ等との連携
　・ 波及効果（年間）として、直接効果 3,840 万円、第１次

関節波及効果 1,400 万円、第２次関節波及効果 1,420 万
円を見込む。

　・ 集客・サービスプランとして、トレッキング（ウォー
キング）ツアーや河原ヨガなど、さまざまな体験メ
ニューを設定。

　　他、キャンプ道具のレンタルなど

３．建物の総事業費削減について
　・ 「温浴施設」を廃止。本体建設費用の削減、ペレットボ

イラー、浄化槽の規格低下による設備費削減、光熱費
や人件費等の削減につながる。

４．環境配慮と住民の憩いについて
　・「温浴施設の廃止」による河川への影響低減
　・夜間照明の配慮による省電力化と自然保護
　・「多目的室・交流スペース」の設置
　・「住民割引」の設定　

５．今後のスケジュール
　令和 2 年 6 月　建設工事費予算を議会提出（議会承認後）
　　　　　　　   入札手続・工事契約・指定管理者公募
　　　　　9 月　指定管理者の指定、議会提出
　　　　  10 月　運営（準備）開始



　

　

   　
　　

ご利用ください！【  QR コード  】 

内子町ホームページ
　「議会事務局」へ
　　　つながります

議会事務局メールアドレス
　gikaijimukyoku@
　town.uchiko.ehime.jp

  ～ 議会に対するご意見はこちらへ ～

編  

集  

後  

記

　

慌
た
だ
し
く
過
ぎ
去
っ
た
令

和
元
年
で
し
た
が
、
い
よ
い
よ
こ

れ
か
ら
が
本
番
で
す
。
地
方
を
取

り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
く
な

り
ま
す
の
で
、
令
和
に
込
め
ら
れ

た
「
人
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う

中
で
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
」
の
想

い
で
、
昨
年
の
流
行
語
大
賞
に
も

な
っ
た
「
ワ
ン
チ
ー
ム
」
で
乗
り

越
え
た
い
も
の
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
向
井　

一
富
）

【
議
会
広
報
常
任
委
員
会
】

　
　
　

委
員
長　
　

大
西　

啓
介

　
　
　

副
委
員
長　

関
根　

律
之

　
　
　

委　

員　
　

向
井　

一
富

　
　
　

委　

員　
　

菊
地　

幸
雄

　
　
　

委　

員　
　

泉　
　

浩
壽

　
　
　

委　

員　
　

下
野　

安
彦

発行／内子町議会　　　発行責任者／内子町議会議長　森永　和夫
編集／議会広報常任委員会　　　☎０８９３（４４）２１１５

　　 5 日　臨時議会 
　　�6 日　長野県小

お

布
ぶ

施
せ

町
ちょう

行政視察受け入れ
　　�7 日～ 8 日　
                      総務文教常任委員会行政視察（群馬県千代田町）
       11 日　東京都台東区行政視察受け入れ
　   12 日～ 13 日　
                     産業建設厚生常任委員会行政視察（島根県江津市）
　   12 日～ 15 日　
                     第 63 回町村議会議長全国大会（東京都）＜議長＞　
　   16 日　第 118 回京阪神内子会（大阪府）＜議長＞　

　　�5 日～ 13 日　
　　　　   内子町議会 12 月定例会
　　�5 日　議会広報常任委員会
　　�9 日　総務文教常任委員会
                     産業建設厚生常任委員会
　�� 10 日　予算決算常任委員会
　�� 19 日　大洲喜多特別養護老人ホーム事務組合議会定例会          
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大洲市）
　　　   　大洲・喜多衛生事務組合議会定例会（大洲市）
　　　 　  大洲地区広域消防事務組合議会定例会（大洲市）
　  26 日　八幡浜・大洲地区広域市町村圏組合臨時会（大洲市）

　　�６日　年賀交歓会
�������12 日　成人式
�������17 日　全員協議会
�������24 日　PTA 連合会との意見交換会
　　　　　　（総務文教常任委員会主催）

議会の主な活動

3
次の定例会は

月        日 ( 木 )
開会予定です
5

＊議長のスケジュールと交際費を掲載開始！

議会傍聴にお
いでや！議会傍聴にお
いでや！
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令和２年成人式

どんど焼き


